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はじめに 

　この大学生活満足度調査は、本学学生が卒業を前に、勉学を中心とする生活を営む場である大学環境

について、どの程度の満足感、達成感を得ているかを具体的に把握することを目的として行った。大学

生活の４年間は、人生の中で最も輝いている青年時代であり、人生の充実感の中にも大きなウエイトを

占めることから、教職員の責任は非常に大きいと認識している。そのため、本調査結果には本学教職員

一同が大きな関心を持っており、これから学園創立100周年に向けて、学生満足度が高い選ばれる大学

を目指して改革を進める手がかりとしたい。 

　アンケート調査票は、全学共通の質問とした。最初に本学に対する満足度を調査する項目を設け、学

生本人の取り組み、学内環境（授業、カリキュラム、教員、学内システム、教育施設・設備、福利厚生

施設・設備）、学生生活全般、就職活動、本学に期待すること、について問う形になっている。 

　調査は、卒業間際の4年生に対し、2018年2月1日（月）～３月31日（日）の59日間にウェブサイ

トを利用して行った。全体として約20%の回収率で回答を得ることができた。2016年度卒業生のアン

ケート結果とχ２検定し比較したところ、概ね同様の結果となっていることが明らかとなったが、問２

の入学理由で、2017年度は「ブランド」が有意に向上し「教育内容」が低下していることが明らかと

なった。この理由については不明であるが、2012年11月と2013年11月に日本経済新聞道内版に掲載

された道内大学ブランド力調査でそれぞれ６位および3位になったことが好印象となっているかも知れ

ない。また、問８の在学中に身についた能力・技能のうち、「多様な価値観を理解尊重する力」「困難

や未知の領域にチャレンジする力」がより身についたと感じている。さらに、問９のA．授業について

「視野が広がったり、新しい発見をしたりする授業が多い」とB．カリキュラムの「専門分野のカリキュ

ラムが充実している」と感じている学生が有意に増えていた。D．学習支援システムや各種サポートに

ついて「オフィスアワーが概ね機能している」、E．教育施設・設備、福利厚生施設・設備について「図

書館・蔵書の種類や冊数は十分である」に向上が認められた。一方、問3以降で学生の満足度が有意に

レベルが下がっていると判断される設問は無かった。
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1．アンケート実施概要 
実施期間   2018 年 2 月 1 日～3月 31 日 
対象者    545 名 
回答者    111 名 
調査方法   アンケートは google フォームで作成。スマートフォン、PC、タブレット端末等を利用

した自発的アンケート回答。 
呼びかけ方法 学内掲示及びポータルサイト F-Station のお知らせメッセージによる周知 
        
        
アンケート回収率 

  回答者（人） 
全体比率
（％） 

対象者
（人） 

学科内比率
（％） 

英語文化学科 25 23 97   26   
日本語・日本文学科 13 12 91   14   
文化総合学科 24 22 93   26   
人間生活学科 11 10 83   13   
食物栄養学科 12 11 88  14   
保育学科 26 23 93   28   
全体 111 100 545  20 

 
 
 
 
2．アンケート集計結果 
I. 本学に対する満足度について 
問 1. 本学の志望順位は何番目でしたか。該当するものを 1つ選択してください。 
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問 2．本学に入学した理由で、該当するものを選択してください。（複数回答可） 

 
 
問 3．あなたは本学に入学してよかったと思いますか。あなたの気持ちに最も近いものを 1 つ選択して
ください。 

 
 
問 4．あなたは全般的にみて、所属した学部・学科に満足していますか。あてはまるものを 1 つ選択し
てください。 
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問 5．本学に興味をもっている後輩や妹がいるとしたら、あなたはその人たちに本学への入学を勧めたい
と思いますか。あてはまるものを 1つ選択してください。 

 

 
 
II. 本学での取り組みについて 
問 6．クラブ・サークルに入っていましたか。入っていたものを選択してください。（複数回答可） 

 
 
問 7．あなたが、本学で意欲的に取組んできたことは何ですか。上位 3つを選択してください。 
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問 8．次の能力や技能について、あなた自身は本学在学中にどの程度身についたと考えていますか。 

 

 
III. 本学に対する評価について 
問 9．以下の項目について、該当するものを 1つ選択してください。 
A 授業について 

 
 
B カリキュラムについて 
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C 教員について 

 

 
 
 
D 学生支援システムや各種サポート体制について 
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E 教育施設・設備、福利厚生施設・設備について 

 
 
F その他、学生生活全般について 
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IV. 就職活動に関すること 
問 10．応募書類や面接で「最もよく PR の題材にした大学時代の取組み」は何ですか。該当するものを
1つ選択してください。 

 
 
問 11．就職を考える際、下記の項目の中から最も重視したことを、上位 3つ選択してください。 
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問 12．希望の勤務地について、下記の項目から最も希望に近いものを 1つ選択してください。 

 
 
 
 
問 13．就職先の満足度について、該当するものを 1つ選択してください。 
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V. 本学に期待すること 
問 14．あなたは、本学を卒業後、卒業生をサポートするシステムとして、本学にどのようなことを期待
しますか。（複数回答可） 
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